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トルコ選挙、エルドアン大統領が勝利宣言
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図2：トルコの長短金利と政策金利

ポイント① 大統領再選、与党議会過半数確保
6月24⽇に行なわれたトルコ大統領選・総選挙では、国
営アナトリア通信が現職のエルドアン大統領が再選に必要
な過半数の票を得たと報じ、エルドアン氏は勝利宣言をし
ました。アナトリア通信によると、開票率99％時点でのエル
ドアン氏の得票率は52.5％とのことです。一方、国会
（一院制、定数600）の総選挙では、エルドアン大統領
が率いる与党の公正発展党が293議席、民族主義者行
動党が50議席を獲得し、両党による連立与党が過半数
を制した模様です。
トルコでは2017年の国民投票で承認した憲法改正を
受け、議院内閣制から大統領制への移行が決まっていま
す。15年にわたり国政のトップに君臨してきたエルドアン氏
は、今回の選挙での勝利で一段と強大な権限を手に入れ
たと言えます。

ポイント② トルコ・リラの買戻しは一時的
今年の4月頃からトルコ・リラに下落圧力がかかっていまし
たが、エルドアン大統領は、選挙を前にして国内経済に悪
影響が生じることを懸念して、中央銀行が政策金利を引
き上げるのを止めようと圧力をかけました。しかし、トルコ・リ
ラの下落が加速化したことから、利上げを認め、中央銀行
は連続的な大幅利上げに打って出ました。
それでも市場でのトルコ・リラの下落圧力は根強いものが
ありました。しかし、選挙の結果を受けて金融市場では安
心感がでて、25⽇にはトルコ・リラが一時的に買い戻されま
した。

ポイント③ インフレの抑制が課題
エルドアン大統領は、選挙に勝利すれば、金利の引き下
げを行なうとしてきました。ただ、あまりに早急に利下げに動
けば、再びトルコ・リラに下落圧力がかかる懸念があります。
トルコ中銀は通貨防衛のため、トルコ・リラ買い為替介入を
行なってきたため、外貨準備が大幅に減少しており、為替
変動に対する耐性が低下していると⾒られます。
まずは、10％を超えているインフレ率の引き下げや経常
収支赤字の削減に向けた経済構造改革や緊縮策を打ち
出して、金融市場での信認を取り戻し、インフレ期待や通
貨下落観測を抑制することが求められるでしょう。選挙の
勝利で大きな権限を得たエルドアン大統領が、必要な政
策を打ち出すかどうかが注⽬されます。
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図1：トルコ・リラの対米ドル、対円為替レート
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図3：トルコの外貨準備高
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